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緒言

奈良県においてウメは，果樹類の中でカキに次い

で広く栽培されている（奈良県，2021）．特に五條市

および下市町の果樹産地では，カキ栽培農家の経営

を支える重要な補完品目となっている．

ウメの栽培上の課題として，生産量の年次変動が

大きいことが挙げられる（農林水産省，2023）．特に

本県で広く栽培されている品種は，自家結実性の低

い‘白加賀’や‘南高’等であり（土方，1984），開

花期の天候が悪く，訪花昆虫の活動が十分でない年

には生産量が少なくなると考えられる．また，一般的

に開花の早い年は不作，開花の遅い年は豊作になる

とされており，その原因としては，開花の早い年には

開花期間中や開花後に低温に遭遇する可能性が高く

なることや，不完全花の割合が高くなることが考え

られる（中川ら，1966）．さらに，近年の地球温暖化

の影響により，自発休眠の覚醒時期や他発休眠期の

温度経過がこれまでとは異なることで，開花期の品

種間差が大きくなり，結実不良をもたらす可能性が

指摘されている（杉浦，2007）．

本研究では，ウメの生産安定に向けた基礎情報と

するために，生産量に大きな影響を及ぼすと考えら

れる開花期に関する調査結果を分析した．まず，奈良

県果樹・薬草研究センター（五條市，ウメ園の標高は

約 230 m，以下「センター」）における過去の‘白加

賀’および‘南高’の開花期調査データをとりまとめ

るとともに，両品種間の開花期の相関について調査

を行った．また，他県で報告されている冬季の気温と

開花期との関係性や，開花期間中の気温と開花日数

との関係性（上野・松山，1969；渡辺ら，1979；渡辺

ら，1975）が本県でも当てはまるか否かについて検討

した．加えて，実際の生産現場の開花期についても巡

回調査を行い，産地内での開花期のばらつきやその

要因について考察を試みた．

方法

1．センターにおける開花期の分析

 センター内に植栽されている‘白加賀’および‘南

高’について，1999 年から 2023 年までの 25 年間の

開花始期（樹全体の 20～30％が開花した日），開花

盛期（樹全体の 80％が開花した日）および開花終期

（樹全体の 80％が落弁した日）のデータを分析した．

なお調査樹については，最も樹齢の進んだものでも

2023 年時点で約 30 年生であった．また両品種につい

て，開花日数（開花始期から開花終期までの日数）を

算出するとともに，開花始期や開花盛期と開花日数

との関係性や，開花期間中の気温（センターの日平均

気温の平均値）と開花日数との関係性について分析

を行った．なお，開花始期，盛期および終期とその他

の項目との関係性の解析においては，開花始期，盛期

および終期を各開花年の 1 月 1 日を起算日とした日

数に変換して行った．さらに，開花盛期に関する両品

種の相関関係を調査した．加えて，冬季の気温が開花

期の早晩に及ぼす影響を評価するため，渡辺ら（1979）
の報告に基づき，前年 11 月から当年 2 月のセンター

の月別平均気温および複数月の平均気温と開花盛期

との関係性を調査した．なおセンターの気温データ

については，農研機構メッシュ農業気象データ（大野

ら，2016）を利用した．

2．現地における開花期の分析

 五條市および下市町内で‘白加賀’が植栽されてい

るウメ生産圃場（21～22 カ所，標高 140～350 m）に
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ついて，2020～2023 年の 4 年間にわたり，巡回調査

により‘白加賀’および‘南高’（調査地点中 12～17
カ所）の開花盛期を調査し，園地間での開花期のばら

つきを比較した（第 1 表）．また，園地の立地条件

（標高および園地の向き）を併せて調査し，‘白加賀’

の開花盛期との関連性を考察した．なお，調査地点に

ついては，奈良県農業協同組合が実施しているウメ

作柄巡回調査の対象としている園地に加え，JA なら

けん西吉野梅部会の会員の園地の一部とし，産地内

でのばらつきを考慮して選択した．なお，いずれの園

地についても，調査対象とした樹の樹齢は 15～30 年

程度であった．

結果および考察

1．センターにおける開花期の分析 

1）開花期および開花日数の年次変動

 過去 25 年間の‘白加賀’の開花始期，開花盛期お

よび開花終期の平均はそれぞれ 3 月 4 日，3 月 13 日

および 3 月 26 日であり，‘南高’についてはそれぞ

れ 3 月 2 日，3 月 10 日および 3 月 22 日であった（第

2 表）．開花盛期が最も早かった年は両品種とも 2020
年であり，‘白加賀’および‘南高’の開花盛期はそ

れぞれ 2 月 24 日および 2 月 17 日であった．逆に開

花盛期が最も遅かったのは両品種とも 2012 年であり，

‘白加賀’および‘南高’の開花盛期はそれぞれ 3 月

27 日および 3 月 26 日であった．

開花日数については，過去 25 年間の平均値が‘白

加賀’で 21 日，‘南高’で 20 日であり，最長は‘白

加賀’が 34 日（2001 年），‘南高’が 26 日（2021
年等複数年），最短は‘白加賀’が 10 日，‘南高’

が 8 日（いずれも 2023 年）であった．また，1 月 1
日を起算日とした開花始期および開花盛期までの日

数と開花日数との関係性を調査したところ，いずれ

の品種についても，開花始期までの日数と開花日数

との間には負の相関がみられたものの，ばらつきが

大きいことが明らかとなった（第 1 図）．一方，いず

れの品種についても，開花期間中の平均気温と開花

日数との間には負の相関が認められた（第 2 図）．上

野・松山（1969）は和歌山県において，‘白加賀’お

よび‘南高’を含むウメ品種の開花期を数年間にわた

って調査し，開花始期に比べて開花終期は年次変動

が少なく，開花始期の早い年は開花日数が長くなる

ことを報告している．また渡辺ら（1979）も千葉県に

おいて，‘白加賀’および‘南高’を含むウメ品種の

開花期を調査し，開花始期と開花日数との間に負の

相関関係が認められ，回帰式に基づいて開花始期か

ら開花期間を予測することが可能であるとしている．

さらに渡辺ら（1975）も群馬県において，‘白加賀’

を含むウメ品種の開花期を調査し，開花始期と開花

期間との間には高い負の相関が認められる一方で，

開花期間中の気温の高低によって開花期間が影響を

受けることを報告している．今回の分析結果は，開花

期の早晩よりも開花期間中の気温が開花日数に影響

を及ぼしている可能性を示唆しており，他県での報

告とはやや異なる結果となった．開花期の定義が異

なるために単純に比較することはできないが，この

第 1 表 現地調査を行った地点数

第 2 表 センターにおける過去 25 年間の‘白加賀’と 
‘南高’の開花期および開花日数（1999～ 
2023 年）

年次 開花始期z 開花盛期 開花終期
開花日数

（日）y 開花始期 開花盛期 開花終期
開花日数
（日）

1999年 3月7日 3月14日 3月21日 14 3月7日 3月13日 3月21日 14

2000年 3月12日 3月21日 4月10日 29 3月15日 3月24日 4月6日 22

2001年 2月28日 3月18日 4月3日 34 3月16日 3月22日 4月3日 18

2002年 2月24日 3月3日 3月14日 18 2月28日 3月9日 3月26日 26

2003年 3月14日 3月22日 4月5日 22 3月5日 3月18日 3月30日 26

2004年 3月4日 3月13日 3月29日 25 3月1日 3月13日 3月27日 26

2005年 3月11日 3月19日 4月7日 27 3月10日 3月14日 4月2日 23

2006年 3月10日 3月21日 4月6日 28 3月10日 3月23日 4月4日 25

2007年 2月22日 3月3日 3月20日 26 2月23日 3月4日 3月18日 23

2008年 3月13日 3月20日 3月30日 17 3月9日 3月17日 3月24日 15

2009年 2月24日 3月4日 3月19日 23 2月16日 2月27日 3月14日 26

2010年 2月28日 3月7日 3月20日 20 2月20日 3月1日 3月15日 23

2011年 3月8日 3月18日 4月5日 28 2月28日 3月4日 3月22日 22

2012年 3月22日 3月27日 4月9日 18 3月20日 3月26日 4月4日 15

2013年 3月10日 3月17日 3月26日 16 3月10日 3月16日 3月22日 12

2014年 3月16日 3月22日 3月31日 15 3月10日 3月21日 3月27日 17

2015年 3月13日 3月20日 3月29日 16 3月6日 3月16日 3月22日 16

2016年 2月22日 3月2日 3月18日 25 2月13日 2月22日 3月8日 24

2017年 3月2日 3月9日 3月24日 22 2月20日 2月28日 3月18日 26

2018年 3月9日 3月13日 3月26日 17 3月6日 3月9日 3月18日 12

2019年 2月23日 3月1日 3月16日 21 2月19日 2月24日 3月6日 15

2020年 2月14日 2月24日 3月12日 27 2月13日 2月17日 3月6日 22

2021年 2月23日 3月5日 3月18日 23 2月17日 2月25日 3月15日 26

2022年 3月13日 3月17日 3月26日 13 3月12日 3月16日 3月23日 11

2023年 3月8日 3月11日 3月18日 10 3月7日 3月10日 3月15日 8

平均 3月4日 3月13日 3月26日 21 3月2日 3月10日 3月22日 20

’高南‘’賀加白‘

z 下線および二重下線は，それぞれ調査期間中の最早および最遅で

あることを示す 
y 下線および二重下線は，それぞれ調査期間中の最短および最長で

あることを示す 

2020年 2021年 2022年 2023年

白加賀 22 22 22 21

南高 12 16 17 15

調査年
品種

(41) 
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第 2 表 センターにおける過去 25 年間の‘白加賀’と 
‘南高’の開花期および開花日数（1999～ 
2023 年）

年次 開花始期z 開花盛期 開花終期
開花日数

（日）y 開花始期 開花盛期 開花終期
開花日数
（日）

1999年 3月7日 3月14日 3月21日 14 3月7日 3月13日 3月21日 14

2000年 3月12日 3月21日 4月10日 29 3月15日 3月24日 4月6日 22

2001年 2月28日 3月18日 4月3日 34 3月16日 3月22日 4月3日 18

2002年 2月24日 3月3日 3月14日 18 2月28日 3月9日 3月26日 26

2003年 3月14日 3月22日 4月5日 22 3月5日 3月18日 3月30日 26

2004年 3月4日 3月13日 3月29日 25 3月1日 3月13日 3月27日 26

2005年 3月11日 3月19日 4月7日 27 3月10日 3月14日 4月2日 23

2006年 3月10日 3月21日 4月6日 28 3月10日 3月23日 4月4日 25

2007年 2月22日 3月3日 3月20日 26 2月23日 3月4日 3月18日 23

2008年 3月13日 3月20日 3月30日 17 3月9日 3月17日 3月24日 15

2009年 2月24日 3月4日 3月19日 23 2月16日 2月27日 3月14日 26

2010年 2月28日 3月7日 3月20日 20 2月20日 3月1日 3月15日 23

2011年 3月8日 3月18日 4月5日 28 2月28日 3月4日 3月22日 22

2012年 3月22日 3月27日 4月9日 18 3月20日 3月26日 4月4日 15

2013年 3月10日 3月17日 3月26日 16 3月10日 3月16日 3月22日 12

2014年 3月16日 3月22日 3月31日 15 3月10日 3月21日 3月27日 17

2015年 3月13日 3月20日 3月29日 16 3月6日 3月16日 3月22日 16

2016年 2月22日 3月2日 3月18日 25 2月13日 2月22日 3月8日 24

2017年 3月2日 3月9日 3月24日 22 2月20日 2月28日 3月18日 26

2018年 3月9日 3月13日 3月26日 17 3月6日 3月9日 3月18日 12

2019年 2月23日 3月1日 3月16日 21 2月19日 2月24日 3月6日 15

2020年 2月14日 2月24日 3月12日 27 2月13日 2月17日 3月6日 22

2021年 2月23日 3月5日 3月18日 23 2月17日 2月25日 3月15日 26

2022年 3月13日 3月17日 3月26日 13 3月12日 3月16日 3月23日 11

2023年 3月8日 3月11日 3月18日 10 3月7日 3月10日 3月15日 8

平均 3月4日 3月13日 3月26日 21 3月2日 3月10日 3月22日 20

’高南‘’賀加白‘

z 下線および二重下線は，それぞれ調査期間中の最早および最遅で

あることを示す 
y 下線および二重下線は，それぞれ調査期間中の最短および最長で

あることを示す 

2020年 2021年 2022年 2023年

白加賀 22 22 22 21

南高 12 16 17 15

調査年
品種

(41) 



 辻本誠幸ら：奈良県におけるウメの開花期について

ような差異がみられた原因については，調査地点の

気象条件の差や昨今の気候変動の影響，調査対象と

した樹の栽培管理の違いによる影響等が考えられ，

さらなる検証が必要であると考えられた．

2）‘白加賀’と‘南高’の開花盛期の関係性

 開花盛期までの日数について，‘白加賀’と‘南高’

との間には高い正の相関が認められた（第 3 図）．な

お，両品種の開花盛期に関する回帰式に基づくと，開

花期が遅い場合には両品種の開花盛期はほぼ同じで

あるが，開花期が早いほど開花盛期のずれが大きく

なる可能性が示唆された．実際に，開花が最も遅かっ

た 2012 年の開花盛期の差は 1 日であったのに対し，

最も早かった 2020 年の開花盛期の差は 7 日であった．

本県で最も多く栽培されている‘白加賀’は自家結実

第 1 図 ‘白加賀’と‘南高’の開花始期および開花盛期と開花日数との 
    関係性（1999～2023 年） 

相関係数の*は 5%水準で有意であることを示す 
z 各開花年の 1 月 1 日を起算日とする日数
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第 3 図 ‘白加賀’と‘南高’の開花盛期の関係性 
（1999～2023 年） 
相関係数の**は 1%水準で有意であることを示す 

破線は両品種の開花盛期までの日数が同一とな

るライン（y=x）を示す 
z 各開花年の 1 月 1 日を起算日とする日数
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性が低く（土方，1984），受粉樹としての利用が可能

な‘南高’が混植されているケースが多い．暖冬等の

影響により開花が早い年には，両品種間で開花期の

ずれが大きくなり，‘南高’から‘白加賀’への受粉

が十分に行えない可能性があると考えられた．

3）冬季の気温が開花盛期に及ぼす影響

 ‘白加賀’および‘南高’の両品種について，前年

12 月から 2 月の月別または複数月の平均気温と開花

盛期との間には有意な負の相関が認められた（第 3
表）．‘白加賀’については，相関係数の絶対値が最

も大きくなったのは 1～2 月の平均気温であり（r=- 
0.848），過去の他県での報告と一致していた（渡辺

ら，1979；渡辺ら，1975）．一方‘南高’については，

渡辺ら（1979）は 12～1 月の平均気温が最も相関が高

かったと報告しているが，今回の分析では 12～1 月

の平均気温も有意な相関がみられた（r=-0.654）もの

の，最も相関が高かったのは 12～2 月の平均気温で

あった（r=-0.828）．これらのことから，‘南高’の

開花期は‘白加賀’に比べて早い段階から気温の影響

を受ける可能性が示唆された．多くの落葉果樹では，

花芽の形成は夏から秋にかけて起こるものの，冬季

にはその発達はほぼ停止し，春に気温が上昇すると

再び発育して開花に至る（片岡，2002）．ウメについ

ても，‘南高’を京都で生育させた場合には，秋から

12 月頃までは自発休眠状態であり，12 月から 1 月に

は好適条件下では花芽の発達が進行する他発休眠に

移行すると報告されている（Yamane，2014）．今回

の結果から，‘白加賀’および‘南高’の開花盛期の

早晩には主に他発休眠期の温度が影響を及ぼしてい

ると考えられた．また，‘南高’は‘白加賀’に比べ

て他発休眠への移行が早い可能性が示唆されたが，

例えば切り枝やポット樹に対して温度処理を行って

発芽状況を比較することや，発育速度（DVI）モデル

を構築してシミュレートすることなど，さらなる検

証が必要であると思われた．

2．現地における開花期の分析

2020～2023 年の現地の‘白加賀’および‘南高’

の開花盛期の早晩は，センターでの調査結果と似た

傾向を示した（第 4 表）．すなわち，調査地点間での

開花盛期の差は，‘白加賀’では 9～10 日であり，年

によるばらつきは少なかった．一方‘南高’の開花盛

期の差は 7～19 日であり，‘白加賀’に比べて年によ

るばらつきが大きいことが明らかとなった．この原

因の一つとして，1．3）で考察したように，‘白加賀’

に比べて‘南高’では気温の影響を受ける期間が長い

ことが考えられた．

なお，現地平均とセンターの開花盛期の差は，2021
～2023 年については‘白加賀’は 0～2 日，‘南高’

は 3～6 日であった．一方 2020 年については，‘白加

賀’の現地平均が 3 月 3 日，最早地点でも 2 月 27 日

であったのに対し，センターの開花盛期は 2 月 24 日

であった．同様の傾向は‘南高’でもみられ，現地平

均および最早地点がそれぞれ 2 月 23 日および 2 月 19
日であったのに対し，センターは 2 月 17 日であった．

この原因について，2020 年が現地調査を行った 4 年

間はもとより，センターで開花期を調査した 25 年間

で，前年 12 月から 2 月の平均気温が最も高かった年

であったことや，センターのウメ園が東向きの斜面

にあって日照条件が良いことなどが影響している可

能性が考えられた．

第 4 表 現地およびセンターの‘白加賀’および‘南高’ 
    の開花盛期（2020～2023 年） 

品種

白加賀 -0.180 -0.449 * -0.642 ** -0.725 ** -0.668 ** -0.848 ** -0.838 **

南高 -0.145 -0.574 ** -0.474 * -0.726 ** -0.654 ** -0.751 ** -0.828 **

1月～2月
前年12月
～2月

前年11月 前年12月 1月 2月
前年12月
～1月

第 3 表 センターにおける‘白加賀’および‘南高’の 
開花盛期と冬季の時期別平均気温との相関係数 
（1999～2023 年） 

表中の*および**は各相関係数が，それぞれ 5%および 1%水準で有

意であることを示す 

2020年 2021年 2022年 2023年

現地平均 2月23日 2月26日 3月13日 3月4日

現地最早地点 2月19日 2月20日 3月11日 2月21日

現地最遅地点 3月2日 3月6日 3月18日 3月12日

開花盛期の差（日）z 12 14 7 19

センター 2月17日 3月1日 3月16日 3月10日

‘南高’の開花盛期

2020年 2021年 2022年 2023年

現地平均 3月3日 3月6日 3月17日 3月13日

現地最早地点 2月27日 3月1日 3月14日 3月9日

現地最遅地点 3月8日 3月10日 3月23日 3月18日

開花盛期の差（日）z 10 9 9 9

センター 2月24日 3月5日 3月17日 3月11日

‘白加賀’の開花盛期

各品種および調査年の調査地点数は第 1 表のとおり 
z 現地最早地点と現地最遅地点の開花盛期の差を示す 
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ような差異がみられた原因については，調査地点の

気象条件の差や昨今の気候変動の影響，調査対象と

した樹の栽培管理の違いによる影響等が考えられ，

さらなる検証が必要であると考えられた．

2）‘白加賀’と‘南高’の開花盛期の関係性

 開花盛期までの日数について，‘白加賀’と‘南高’
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お，両品種の開花盛期に関する回帰式に基づくと，開

花期が遅い場合には両品種の開花盛期はほぼ同じで

あるが，開花期が早いほど開花盛期のずれが大きく

なる可能性が示唆された．実際に，開花が最も遅かっ

た 2012 年の開花盛期の差は 1 日であったのに対し，

最も早かった 2020 年の開花盛期の差は 7 日であった．

本県で最も多く栽培されている‘白加賀’は自家結実
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z 各開花年の 1 月 1 日を起算日とする日数
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性が低く（土方，1984），受粉樹としての利用が可能

な‘南高’が混植されているケースが多い．暖冬等の

影響により開花が早い年には，両品種間で開花期の

ずれが大きくなり，‘南高’から‘白加賀’への受粉

が十分に行えない可能性があると考えられた．

3）冬季の気温が開花盛期に及ぼす影響

 ‘白加賀’および‘南高’の両品種について，前年

12 月から 2 月の月別または複数月の平均気温と開花

盛期との間には有意な負の相関が認められた（第 3
表）．‘白加賀’については，相関係数の絶対値が最

も大きくなったのは 1～2 月の平均気温であり（r=- 
0.848），過去の他県での報告と一致していた（渡辺

ら，1979；渡辺ら，1975）．一方‘南高’については，

渡辺ら（1979）は 12～1 月の平均気温が最も相関が高

かったと報告しているが，今回の分析では 12～1 月

の平均気温も有意な相関がみられた（r=-0.654）もの

の，最も相関が高かったのは 12～2 月の平均気温で

あった（r=-0.828）．これらのことから，‘南高’の

開花期は‘白加賀’に比べて早い段階から気温の影響

を受ける可能性が示唆された．多くの落葉果樹では，

花芽の形成は夏から秋にかけて起こるものの，冬季

にはその発達はほぼ停止し，春に気温が上昇すると

再び発育して開花に至る（片岡，2002）．ウメについ

ても，‘南高’を京都で生育させた場合には，秋から

12 月頃までは自発休眠状態であり，12 月から 1 月に

は好適条件下では花芽の発達が進行する他発休眠に

移行すると報告されている（Yamane，2014）．今回

の結果から，‘白加賀’および‘南高’の開花盛期の

早晩には主に他発休眠期の温度が影響を及ぼしてい

ると考えられた．また，‘南高’は‘白加賀’に比べ

て他発休眠への移行が早い可能性が示唆されたが，

例えば切り枝やポット樹に対して温度処理を行って

発芽状況を比較することや，発育速度（DVI）モデル

を構築してシミュレートすることなど，さらなる検

証が必要であると思われた．

2．現地における開花期の分析

2020～2023 年の現地の‘白加賀’および‘南高’

の開花盛期の早晩は，センターでの調査結果と似た

傾向を示した（第 4 表）．すなわち，調査地点間での

開花盛期の差は，‘白加賀’では 9～10 日であり，年

によるばらつきは少なかった．一方‘南高’の開花盛

期の差は 7～19 日であり，‘白加賀’に比べて年によ

るばらつきが大きいことが明らかとなった．この原

因の一つとして，1．3）で考察したように，‘白加賀’

に比べて‘南高’では気温の影響を受ける期間が長い

ことが考えられた．

なお，現地平均とセンターの開花盛期の差は，2021
～2023 年については‘白加賀’は 0～2 日，‘南高’

は 3～6 日であった．一方 2020 年については，‘白加

賀’の現地平均が 3 月 3 日，最早地点でも 2 月 27 日

であったのに対し，センターの開花盛期は 2 月 24 日

であった．同様の傾向は‘南高’でもみられ，現地平

均および最早地点がそれぞれ 2 月 23 日および 2 月 19
日であったのに対し，センターは 2 月 17 日であった．

この原因について，2020 年が現地調査を行った 4 年

間はもとより，センターで開花期を調査した 25 年間

で，前年 12 月から 2 月の平均気温が最も高かった年

であったことや，センターのウメ園が東向きの斜面

にあって日照条件が良いことなどが影響している可

能性が考えられた．
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1月～2月
前年12月
～2月

前年11月 前年12月 1月 2月
前年12月
～1月

第 3 表 センターにおける‘白加賀’および‘南高’の 
開花盛期と冬季の時期別平均気温との相関係数 
（1999～2023 年） 

表中の*および**は各相関係数が，それぞれ 5%および 1%水準で有

意であることを示す 
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各品種および調査年の調査地点数は第 1 表のとおり 
z 現地最早地点と現地最遅地点の開花盛期の差を示す 
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現地の‘白加賀’の開花盛期について，調査した 4
年間の平均値に基づき，開花が早い地点（以下，現地

最早地点）と開花が遅い園地（以下，現地最遅地点）

を抽出した結果を第 5 表に示す．今回は開花盛期に

影響を及ぼす園地の条件として標高および園地の向

きを想定したが，現地最遅地点のうち，地点 Y は比

較的標高が高く，かつ北西向きの斜面であるために，

他の地点に比べて気温が低くなると思われた．また

地点 X および Z は平坦ではあるものの，周囲を山に

囲まれた谷間の圃場であり，日照時間が短く気温が

低い可能性が考えられた．一方で，標高や園地の向き

が同程度であっても開花盛期に差が見られるケース

（地点 A と地点 V 等）もあった．一般的に落葉果樹

の開花期に影響を及ぼす要因としては，気温の他に

も樹齢や栄養状態等が報告されている（Westwood，
1993）．現地の開花期の早晩について，1．3）で考察

したような冬季の気温の影響がどの程度まで影響す

るかについては，さらなる検討が必要である．例え

ば，現地最早地点と現地最遅地点の微気象をモニタ

リングし，比較する調査が必要であると考えられる．

摘要

 ウメの生産量に大きな影響を及ぼすと考えられる

開花期に関する調査結果を分析した．奈良県果樹・薬

草研究センターにおける 1999 年～2023 年の 25 年間

の‘白加賀’および‘南高’の開花盛期の平均はそれ

ぞれ 3 月 13 日および 3 月 10 日であり，最も開花が

早かった年と遅かった年では 1 ヶ月以上の差がみら

れた．また，1 月 1 日を起算日とした‘白加賀’と‘南

高’の開花盛期までの日数には強い正の相関がみら

れたが，開花が早いほど両品種間の開花盛期のずれ

が大きくなる傾向がみられた．さらに冬季の気温が

開花期の早晩に及ぼす影響を調査し，‘白加賀’では

1～2 月の平均気温との相関が最も高かった．一方，

‘南高’では 12～2 月の平均気温との相関が高かっ

た．また，2020 年～2023 年に現地の開花期を調査し，

園地間での開花盛期のばらつきは‘白加賀’に比べて

‘南高’で大きかった．‘白加賀’の開花盛期の早晩

には園地の立地が影響を及ぼしている可能性が示唆

されたが，さらなる検証が必要であると考えられた．
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A 五條市西吉野町西新子 3月2日 3月2日 3月14日 3月9日 3月6日 250 南～南西

B 五條市霊安寺町 2月28日 3月1日 3月20日 ---y 3月7日 200 北～北西
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D 下市町栃原 2月28日 3月3日 3月15日 3月11日 3月7日 210 南東
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‘白加賀’の開花盛期z

開花が
早い地
点

標高
(m)

園地の向き

開花が
遅い地
点

地点

第 5 表 現地の‘白加賀’の開花盛期と園地条件 

z 下線および二重下線は，それぞれ各年の最早および最遅であ

ることを示す 
y 改植のため未調査 
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